
MacroPad 取扱説明書
スマートフォンをBluetooth経由のワイヤレスキーボード（左手デバイス/マクロパッド）として使い、
Windows PCへショートカットキーや音量・メディア操作を送信するアプリです。

対応OS: Android 9（API 28）以降　※Bluetoothの「HID Device」ロールに対応した端末が必要です

画像の見方：画像は実際のアプリ画面です。接続先PC名には公開用のぼかしを入れています。ボタン
名・色は設定例なので、ご自身の画面と異なっていても問題ありません。Androidの権限確認やインス
トール画面は機種によって異なります。

最初に行うこと

1. インストールして、初回起動時の権限を許可します（1章）。
2. アプリのBluetoothアイコンからPCとペアリングし、↔アイコンで接続します（2章）。
3. 右上の設定アイコンからボタンを編集し、**「保存して戻る」**を押します（3章）。
4. PCで操作したいアプリを開き、スマホのボタンをタップします。

取り扱説明書.md 2026-10-05

1 / 13



図1：実機での使用例。左上の緑の丸と「接続中: PC名」が接続成功の目印です。ボタンの内容は自由に設定
できます。
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画面上部の位置 役割

左側の丸と文字 接続状態を確認します。PCへ操作を送る前に「接続中」を確認してください。

右側の ↔ ペアリング済みPCへ接続、または接続先を切り替えます。

Bluetoothマーク 初めてPCを登録するときに、スマホを検出可能にします。

一番右の設定アイ

コン

ボタンの割り当て・表示名・色・アイコンを編集します。実機画像では工具の形で

表示されています。

1. インストール方法
この説明書は、購入前の確認やTrial版・有料版の操作案内として配布できる共通資料です。APKファイルを入
手済みの状態から説明します。入手方法は、ご利用の版と一緒に配布される案内をご確認ください。

1.1 入手済みのAPKファイルを開く

Androidスマホの「ファイル」アプリなどで、入手済みのAPKファイルを選んで開きます。ファイル名は配布
される版によって異なるため、ご利用の版のAPKファイルを選んでください。

1.2 インストールする

1. 「パッケージインストーラで開く」と表示されたら、「1回のみ」をタップします。
2. 「権限が必要です」と表示されたら、「設定」をタップします。
3. 「不明なアプリのインストール」の画面が開きます。「この提供元のアプリを許可」をオンにします。

元の画面に戻らない場合は、画面左上の「←」または戻る操作で戻ってください。
4. 「このアプリを更新しますか？」と表示されたら、「更新」をタップします。

初めてインストールするときは、「このアプリをインストールしますか？」「インストール」と

表示されることがあります。

5. 「デバイスを保護するため、アプリをブロックしました」と表示されたら、すぐに「OK」を押さずに
「詳細」をタップします。

6. 「インストールする」が表示されたら、それをタップします。
7. インストールが終わったら完了です。

ご注意

2 回目以降は、手順 2〜3（権限の許可）が表示されない場合があります。
手順 5 で「OK」をタップするとインストールが中止されます。その場合は、「1.1 入手済みの
APKファイルを開く」からやり直してください。
画面の文言は、Android のバージョンや機種によって多少異なることがあります。
インストールが終わったら、安全のため、手順 3 でオンにした「この提供元のアプリを許可」
をオフに戻しておくことをおすすめします。

すでに別バージョンをインストール済みの場合、署名が異なると上書きインストールできません。「署

名が一致しません」というエラーが出た場合は、設定 → アプリ → MacroPad → アンインストール、を
先に行ってから今回のAPKをインストールしてください。

1.3 初回起動時の権限許可
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アプリを起動すると、以下の権限確認が表示されます。いずれも「許可」を選んでください。

近くのデバイス（Bluetooth）: PCとBluetooth接続するために必須です
通知: 接続状態を通知バーに表示するために必要です（許可しなくてもアプリの動作自体は可能です
が、状態が分かりにくくなります）

2. Bluetoothでの接続方法

2.1 初めてPCとペアリングする

初めてPCへ接続するまで
1〜3でPCを登録し、4〜5で操作を送れる状態にします。

1

2

3

4

5

スマホ

Windows

両⽅

スマホ

接続完了

アプリのBluetoothマーク → 検出を許可

設定 → Bluetoothとデバイス → デバイスを追加する

確認コードが同じことを確認 → 接続を承認

アプリの ↔ → 登録したPCを選ぶ

左上の緑の丸と「接続中: PC名」を確認

操作の流れを⽰す説明図です。実際の画⾯は図1を参照してください。

接続の流れ：スマホとWindowsを交互に操作します。以下の番号順に進めてください。

1. アプリを起動し、画面上部のステータスが**「待機中 — 接続ボタンを押してください」**になるまで
待つ

2. 画面右上の Bluetoothアイコン（ペアリング開始） をタップする
3. 「デバイスの検出を許可しますか」という確認ダイアログが出たら許可する（5分間だけWindows側か
ら見える状態になります）

4. Windows PC側で以下を行う
設定 → Bluetoothとデバイス → デバイスを追加する → Bluetooth
一覧からスマホの名前（機種名）を選ぶ

PC・スマホ双方に表示される確認コードが一致することを確認し、両方で「接続」を選ぶ
5. ペアリングが完了したら、アプリに戻り ↔（接続）アイコン をタップする
6. ペアリング済みデバイスの一覧が出るので、接続したいPCを選ぶ
7. ステータスが 「接続中: (PC名)」 になれば成功です
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⚠️ 手順2〜3を省略して、スマホ側の「設定」アプリからBluetoothをONにして直接ペアリングしな
いでください。 Android内部の仕様により、システムのBluetooth設定画面を開くと一時的にキーボー
ド機能が無効化され、Windows側がうまく認識できなくなることがあります。必ずアプリのBluetooth
アイコン（ペアリング開始）から行ってください。

操作する位置：図1の右上で、中央のBluetoothマークが「ペアリング開始」、その左の↔が「接続／接続先変
更」です。設定アイコンと押し間違えないようにしてください。

ペアリングと接続の違い：ペアリングはPCを登録する操作、接続は登録済みPCへキー操作を送れる状態にす
る操作です。ペアリングしただけで反応しないときは、↔からPCを選び、左上が「接続中」になったか確認
してください。

2.2 2回目以降の接続

一度ペアリングしたPCとは、次回以降アプリを起動すると自動で再接続されます。うまく繋がらない場合の
み、↔アイコンから手動で選び直してください。

接続が切れた場合も、アプリが自動的に再接続を試みます（数秒〜最大1分間隔でリトライ）。

2.3 別のPCを追加でペアリングしたい場合

同じ手順（2.1）を繰り返すことで、複数のPCとペアリングしておけます。すでにどこかのPCと接続中でも、
Bluetoothアイコンから新しいPCとペアリングできます。

接続中は↔アイコンが**「接続先変更」**として働きます。タップするとペアリング済みのPC一覧が出るの
で、切り替えたいPCを選んでください。選ぶと今まで繋がっていたPCとの接続は切れ、新しく選んだPCに繋
ぎ直されます。

スマホがすでに別のPCと接続中の状態で新規ペアリングを試みると、Bluetoothの無線が忙しく、相手
のPC側にスマホが一覧に出てこないことがあります。その場合は少し待ってからスキャンをやり直し
てみてください。

2.4 通知バーからの操作

アプリは通知バーに常時、接続状態を表示します（「サイレント」セクションに分類されることがありま

す）。

通知をタップ: アプリを開く
**「終了」**アクションをタップ: Bluetooth接続を切り、アプリのバックグラウンド動作を完全に停止
します

「終了」した後は、アプリ画面に表示される**↔アイコン（再開）**を押すことでいつでも再開できま
す

3. アプリの使い方

3.1 メイン画面

最大12個の色付きボタンが並んでおり、タップすると割り当てられた操作（キーボードショートカット、ま
たは音量・メディア操作）がPCへ送信されます。画面上部には接続状態（未接続/待機中/接続中）が表示さ
れます。
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設定画面で非表示にしたボタン（3.4参照）は一覧から除かれ、残ったボタンが左上から順に詰めて表示され
ます。表示するボタンの数に応じて、グリッドの行数が自動的に変わります。

表示するボタンの数 グリッド

3個以下 3×1（1行）

6個以下 3×2（2行）

9個以下 3×3（3行）

10〜12個 3×4（4行、通常の全表示）

余ったマス（グリッドの右下側）は空欄になります。
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図2：9個を表示した例。図1の12個表示と比べて行数が減り、1つのボタンが縦に大きくなります。
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スマホを横向きにすると、ボタンの高さが低くなるため、アイコンが小さくなり「アイコン（左）＋文字

（右）」の並びに変わります。また行と行の間隔も詰まり、ボタンが縦向きの表示よりも大きく見えるように

自動調整されます。縦向きに戻すと元の表示（アイコンが上・文字が下）に戻ります。

ボタンを押すと、押している間だけボタンが軽く縮んで歪み、離すと元に戻るアニメーションが入ります

（見た目だけの演出で、動作には影響しません）。

3.2 設定画面を開く（PCごとの設定）

ボタンの割り当ては、接続中のPCごとに別々に保存されます。 PC-A用に設定したボタンは、PC-Bに接続を
切り替えても影響を受けません（PC-Bの設定が未保存の場合は、旧バージョンの共通設定、または初期設定
が表示されます）。まだどのPCとも接続していないときの設定は「共通設定」として扱われます。

1. 設定を変更したいPCに接続した状態で、メイン画面右上の**設定アイコン（工具／歯車）**をタップ
2. 画面上部の「対象PC: (PC名)」で、今どのPCの設定を編集しているか確認できる
3. 変更したいボタンの行を編集する（詳細は3.3以降）
4. 画面下部の 「保存して戻る」 をタップして確定

3.3 1つのボタンで設定できる項目

各ボタンの設定行には、上から順に以下の項目があります。

項目 内容

表示チェックボックス（左上） メイン画面に表示するかどうか。3.4を参照

表示名 ボタンに表示するテキスト（自由入力）。3.7を参照

操作種別 「キーボード」または「音量・画面・メディア」から選択

（操作種別に応じて）キーの組み立て・

メディア操作の選択
3.5／3.6を参照

色
タップすると色のグリッドが開き、好きな色をタップして選

ぶ。3.8を参照

アイコン
タップするとアイコンのグリッドが開き、好きなアイコンを

タップして選ぶ。3.9を参照

色・アイコンはいずれも以前のプルダウン形式ではなく、タップすると一覧がグリッド（マス目）表示され

るダイアログが開く方式です。選ぶとダイアログは自動的に閉じます。
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図3：実機での設定例。上部の「対象PC」で編集先を確認し、一番下の「保存して戻る」で確定します。1つ
の枠が1個のボタンに対応します。
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この画像では、上から「音量下げ」「ミュート」「音量上げ」の設定が並んでいます。各枠は 表示チェックと
表示名 → 操作種別 → 操作内容 → 色とアイコン の順です。

3.4 表示するボタンを選ぶ（表示チェックボックス）

各設定行の左上にあるチェックボックスで、そのボタンをメイン画面に表示するかどうかを選べます。

チェックを外して保存すると、そのボタンはメイン画面の一覧から除かれます

表示されるボタンは、設定画面での並び順のまま左上から順に詰めて表示されます（間を飛ばして表

示されることはありません）

表示するボタンの数に応じて、メイン画面のグリッドが自動的に3×1〜3×4に切り替わります（詳しく
は3.1参照）
設定自体（キーの割り当てや色・アイコン）は非表示にしても消えません。チェックを入れ直せばそ

のまま復活します

図3で確認：上から3番目の「音量上げ」はチェックが外れています。この状態で保存すると、そのボタンだ
けがメイン画面から隠れます。表示名や操作内容は保持されます。

3.5 キーボードショートカットの組み立て方

操作種別を「キーボード」にすると、次の3つの欄でキー操作を組み立てます。

欄 選べる内容

1つ目のドロップダウン Win / Ctrl / Alt / Tab / なし

2つ目のドロップダウン Tab / Shift / Ctrl / F1〜F12 / なし

3つ目の入力欄（1文字） A〜Z、0〜9、← 、→ のいずれか1文字

1つ目・2つ目のドロップダウンから最大2つまで修飾キー（Win/Ctrl/Alt/Shift）を組み合わせられます。Tab
キー単体、またはTab＋修飾キーの組み合わせも、1つ目・2つ目のいずれかで「Tab」を選ぶことで作れま
す。

例：コピー用のボタンを作る

1. 表示チェックをオンにし、表示名に 「コピー」 と入力します。
2. 操作種別を 「キーボード」 にします。
3. 1つ目を Ctrl、2つ目を なし、3つ目を C にします。
4. 好きな色とコピーのアイコンを選び、**「保存して戻る」**を押します。
5. PCでテキストを選択してから、スマホの「コピー」をタップします。

組み合わせの例

作りたいショートカット 1つ目 2つ目 3つ目の入力欄

Win+1 Win なし 1

Ctrl+C（コピー） Ctrl なし C

Ctrl+V（貼り付け） Ctrl なし V

Ctrl+Z（元に戻す） Ctrl なし Z
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作りたいショートカット 1つ目 2つ目 3つ目の入力欄

Ctrl+A（全選択） Ctrl なし A

Ctrl+Shift+S Ctrl Shift S

Alt+Tab Alt Tab （空）

Shift+Tab Tab Shift （空）

F5（更新） なし F5 （空）

Ctrl+F5 Ctrl F5 （空）

Win+← / Win+→ Win なし ← または →

⚠️ 現在のバージョンでは、Enter・Esc・Delete・Space・PrintScreen キーは選択できません。 これ
らを使いたい場合は今後の更新をお待ちいただくか、開発者にご相談ください。

3.6 音量・画面・メディア操作の割り当て

操作種別を「音量・画面・メディア」にすると、キーの組み立て欄の代わりに操作選択のプルダウンが表示

されます。以下から1つ選べます。

操作

音量を上げる

音量を下げる

ミュート

画面を明るくする

画面を暗くする

再生／一時停止

次の曲

前の曲

停止

図3で確認：「音量下げ」は、操作種別が「音量・画面・メディア」、その下の操作が「音量を下げる」です。
上の表示名だけを書き換えても操作は変わらないので、下の操作選択も必ず確認してください。

1タップで1回の操作を送信します。画面輝度の変更はPC・ディスプレイの対応状況に依存し、外部モニター
などでは反応しない場合があります。メディア操作（再生／一時停止・次の曲・前の曲・停止）は受信側の

再生アプリの対応にも依存します。

⚠️ この機能を追加した後、以前からペアリング済みのPCで反応しない場合があります。 Windows側
が古い接続情報をキャッシュしていることが原因です。Windowsの「Bluetoothとデバイス」でこのス
マホのペアリングを一度削除し、2.1の手順で再ペアリングしてください（詳しくは4章のトラブルシ
ューティングも参照）。
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3.7 表示名の自動入力について

表示名の欄が空欄のまま保存すると、選んだキー操作やメディア操作の内容から自動的に文言が入り

ます（例: 「Win+1」「音量を上げる」など）。
表示名に何か文字が入力されている状態で保存すると、その文字がそのまま使われます。キーの組み立

てやメディア操作の選択をあとから変更しても、表示名は自動では変わりません。 変更したい場合は
表示名欄を直接書き換えてください。

3.8 選べる色一覧

色ボタンをタップすると、以下の20色がグリッドから選べます。

系統 色

はっきりした色（原

色系）
緑、青、オレンジ、紫、ピンク、藍、シアン、黄緑、朱色、グレー（全10色）

淡いパステル系
レッド、ピンク、パープル、インディゴ、ブルー、シアン、ティール、グリーン、

イエロー、オレンジ（全10色）

💡 文字・アイコンの色は背景色の明るさに応じて自動で黒/白に切り替わります。 パステル系の明る
い色を選んだ場合は黒い文字・アイコンに、原色系の濃い色を選んだ場合は白い文字・アイコンにな

ります。この切り替えは自動で行われ、手動での変更はできません。

3.9 選べるアイコン一覧

アイコンボタンをタップすると、以下のアイコンがグリッドから選べます（「なし」も選択可能）。

カテゴリ アイコン

なし なし

ファイル・編集操作 フォルダ、コピー、貼り付け、元に戻す、やり直し、保存、新規、全選択、削除

ウィンドウ・画面 ブラウザ、検索、閉じる、更新、ウィンドウ、デスクトップ

矢印 左矢印、右矢印

音量・メディア 音量アップ、音量ダウン、ミュート、停止、再生、早戻し

セキュリティ ロック

4. トラブルシューティング

症状 対処

「ペアリング済みのデバイ

スがありません」と出る
2.1の手順でまずWindows側とペアリングしてください

接続してもすぐ切れる
一度Windows側でこのスマホのペアリングを削除し、2.1の手順で最初か
らやり直してください
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症状 対処

「HIDアプリが登録解除さ
れました」のまま戻らない

通常は自動で再登録されます。長時間戻らない場合はアプリを再起動して

ください

ボタンを押しても反応しな

い

画面上部が「接続中」になっているか確認してください。「未接続」の場

合は操作は送信されません

「音量・画面・メディア」

の操作を選んでボタンを押

しても、PC側で何も起こら
ない

スマホ側は送信に成功していても、Windows側が以前ペアリングした際の
古い情報をキャッシュしていると反応しません。Windowsの「Bluetooth
とデバイス」でこのスマホのペアリングを削除し、2.1の手順で再ペアリン
グしてください

別PCとペアリングしようと
しても一覧に出てこない

すでに他のPCと接続中だと起きやすい現象です。少し時間を置いてから、
相手PC側でスキャンをやり直してください

別のPCに切り替えたら、ボ
タンの設定が変わってしま

った

仕様通りです。設定はPCごとに別々に保存されるため、切り替え先のPCが
未保存なら、旧バージョンの共通設定、または初期設定になります

キーの組み立てを変えたの

に、ボタンの表示名が変わ

らない

仕様通りです。表示名は自動更新されません（3.7参照）。変えたい場合は
表示名欄を直接書き換えてください

設定画面で作ったボタンが

メイン画面に出てこない

設定画面左上の表示チェックボックスが外れていないか確認してください

（3.4参照）。表示するボタンの数によってはグリッドが3×1〜3×3に縮小さ
れるため、一見「消えた」ように見えることがあります

5. アンインストール方法

5.1 アプリ本体を削除する

ホーム画面またはアプリ一覧で「MacroPad」のアイコンを長押し →「アンインストール」
または、設定アプリ → アプリ → MacroPad → アンインストール

アンインストールすると、通知やBluetooth接続も自動的に終了します。

5.2 Windows側のペアリング情報を削除する（任意）

アプリを削除するだけでも問題ありませんが、Windows側にペアリング情報を残したくない場合は、以下も
行ってください。

Windows設定 → Bluetoothとデバイス → 対象のスマホ名 → デバイスの削除

6. 作者への連絡先
ご意見・ご要望・不具合報告は、以下の連絡先までお願いします。

メール: nori3.dev@gmail.com
X（旧Twitter）: https://x.com/nori91407752
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